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　本年6月の 惑星科学会総会，および，ニ ュ
ース レター

（後に再掲）にてお知らせ致しましたとおり，惑星科学

会運営支援 の 電子化 へ 向け て の 努力 を続 け て い ます．

本原稿執筆時点 （8月初旬）に お い て は

日本盛星科学会 ドメ イ ン　　　　　　 wakusei ．jp

日本惑星科学会ホームベージ　http：〃www ．wakusei ．ip’

等の 立ち上 げを完了し，
い よい よ佳境で ある とこ ろの ，

会員デ
ータベ ース の 実装 ， WEB との 結合と，その 運用

実験 に 着手す る手はずとなりました．

　会員デ
ータベ ー

ス 運 用 実験 に お い て は，会員個人

情報 デ
ータの 入 力を会員 に お い て 実際に 行 っ て い た

だ き， 諸 々 の 不具合 の チ ェ ッ ク とバ グ 出しを進めると

ともに ， デ
ータベ ース とWEB を利用した学会運営事務

処 理 の 設計をお こ なっ て い きます．詳細は

http：〃 www ．wakusei ・jpノ

に順次掲示致します の で
，

で きる だ け 多 くの 会員 に御

協力頂けますようお願い 致 します，な お ， 問題点等 の

連絡先は

oml ＠wakusei ．jp

steering＠wakusei ・jp

　 オ
ープンメール リス ト

運営委員会 メ
ール リス ト

承 の 上，実験に参加してくだされ ば幸い で す．できる

だけたくさんの 会員の 方々 （で きれ ば全会員｝に個人情

報 入力を行っ て い ただけ れ ば ，10月の 秋季講演会時

の 総会後に 予定して い る本運用開始時に ， 運営委員

会ボ ラ ンテ ィアに よる会員 データ入力の手間が減 りま

すの で非常に助 かります．

　今後，会員個人情報 デ
ータベ ース を学会 WEB サ

ー

バ に結合することにより

・会 員個人情報の 変更等は会員個 々 人 に お い てネッ

トワー
ク経由で行 っ てい ただくことに より， 総務担 当

会員の 負担 を大幅に軽減する．

・個人惰報デ ータベ ース か ら

nesletter ＠wakusei 亅p 惑星科学会 ニ ュ
ース レ ター

　oml ＠wakusei ．jp

　オ
ープ ン メーリン グ リス トの メ

ール ア ドレス リス トを自

動生成す る こ とに より， 情報担 当者 の 負担 を軽減し，

か つ
，

ニ ュ
ース レターの ペ ーパ ーレス 化を完成する．

・順次ユ
ー
テ ィリテ ィ

ーを整備し， 会長 をは じめとする

運営委員選挙をオンラインで行うように し ， 同時に紙

の 名簿 を廃止 ，
ペ ーパ ーレス化を完成 する．これに

より
， 総務 担当会員の 選挙関連の手間を排し， 印刷

費用 ， 郵送 費用を節約 ， 電子化費用 に 転用する．

ですので，必要に応じて適宜使い 分けて ご連絡ください ．

　なお，運用実験で 入力して い ただく会員個人情報

は ，その まま本運用 で学会運営の ために利用 させ て

い ただくこ とに なるもの で すの で ， そ の 旨御了解御了

を行っ て い く予定で す．

1　（北 大
・
理
・
地 球惑 ｝の 副 会長／将 来剤

．
画委員長
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　惑星科学会は学会の 事務局ス タ ッフ とい う「ハ
ー

ドウ

ェ ア 」を持 っ て い ませ ん ，会費 の 管理，名簿の 管理か

らは じまっ て，メール リス トの 運営や サ ーバ 管理まで 学

会 の 運営 は 運営委員会 とそ の 協力者 とい う研究者 ボ

ラ ン テ ィア の 集 まりに よっ て な され て い ます．ネッ トワ
ー

クサ
ー

バ に つ い て も，会員 の 所属す る教育研究機 関

の ご 厚意 に よっ て 同様 な運営形態 をとっ て 来 ました．

そ の 管理 に 関 して は昨今 の ネッ トワ
ー

クセ キ ュ リテ ィ
ー

問題へ の 対応 要請等もあり，ボ ラ ン テ ィア へ の 負担は

年々 増しつ つ あります．WEB や メ
ー

リン グリス ト，運営

書類等 の 継承管理 を今後 どの ように行 っ て い くか ，と

い う問題 を真剣に検討すべ き段階 に な っ て い ます．一

方，社会に お ける インターネッ トとネッ トワークサ ービ ス

の 進展 に より，こ れまで は 独立事務局を持 つ ような大

きな団体 で しか考えられなか っ たような諸 々 の 情報 サ

ービ ス を， 小さな団体で も享受で きる杜会環境がで き

つ つ あります．複数の 団体に対す る 同様の 支援を ネッ

トワーク上 に展開す る企業を立ち上げ るこ とに より，

一

団体あ た りの コ ス トを 低 く押 え るサ ービ ス 提供 が 可 能

に なる と考えられ るように な っ て きた か らで す．

　以上の 状況を鑑み て，こ の 種の 企業に デ
ータサ

ーバ

の 提供 ・管理 を依頼 し，こ れ をもとに ，全国 に 分散し

て 存在する運営ボ ラン テ ィア をネッ トワ
ー

ク上 に統合 し

仮想事務局として サ
ー

バ 上 に 組織す る こ とに より，学

会運営 と学 会運営 情報 の 伝承とを容易に する案を

2  年秋季講演会時の 総 会にて お諮 りしました ．総会

に て幸い 会員の 皆様の ご 理解と同意が得られ ました

の で，そ の後，運営委員会で は 具体的な検討を進め

て参りました．本学会の 予算規模と必要なサ
ービ ス を

検討 したとこ ろ，当初 は 上記 の シ ス テ ム を構築す るこ

とは 困難な状 況 で した．しかし幸 い 上記の趣旨を理

解し実験プ ロ ジェ クトとして 格別 の 条件で協力をい た

だ ける 企業を見 い だすことが で き，現在，共同開発 と

い う形で 上記 の 実現に向か うべ く準備を 進 め つ つ あ

ります．今後 ， 具体的 に は 以 下 の 条件の もとで，共同

実験 プ ロ ジ ェ クトとして 進 め て行く予定で す．

・シス テ ム構築 に 際 し必要 となる諸問題に対 し ， 本

学会が マ ン パ ワー的に貢献する．

・開発実コ ス トは当該企業が長期的 に 回収 する．蓮

用費用は， 遊星人 の 発送コ ス トを含め ， 現在の発注

先で ある学会事務セ ン ターに依頼 して い る程度 ｛＋

α ）で あ る．

・2002年 1月から会員向けの運用 を開始 する．最大

2年程度の実験 を行なう．

　その 後レ ビ ュ
ーを行ない ，費用効果が期待で きない

場合 は閉鎖する。実装実験2年 ， 今年度 の 準備期間を

い れ て 足掛 け 3年 の 実験 で す．

　現時点で 既 に 製作段 階に あ るか，または，実装射程

に あが っ て い る 支援機能 は

・惑星科学会会員名簿 の WEB ベ ース での管理 ：会員

日らに よるデー
タの 更新 ・管理

・会費納入状況の管理

・運営資料の WEB 上 へ の ア ーカイブ

・メーリン グリス トの 管理 とア ーカイブ

・これらを学会ホ
ーム ページとして有機的 に結合すること

で す．軌道 に の れ ばさらに，秋の 講演会の掲示WEB

サーバ ，夏の学校などの サ
ーバ サ

ービス を統合して プ

ラッ トフォ
ー

ム を提供して い くこ とが可能となるで しょう．

工　（4匕大 ・理 ・地 球 惑 Jll，）‘、訓会 長／将 来言［
齟
呻i委星1長

N 工工
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少なくとも最低限2年程度は，WEB 　・　MailListme用サ
ー

バ の 維持管理問題 か ら開放 され，本学会の ボ ラ ン テ

ィア はコ ン テ ン ッ作成にの み に集中で きるように なる予

定 で す．

　今後の ス ケジュ
ー

ル として 現時点 で は次の ような手

順を考えて い ます．

・合同大会時 ， 春の 総会にて詳細の 説明

・順次， 開発段階に応じて ， できるだけ多くの会員の

方 々 に よる入力実証実験

・秋 の 総会 で ， その 時点で の現状報告．方針 の 正式

承認入力実証実験継続

・移行準備開始

・2002年1月からの 正式蓮用

以上 ， 会員各位 の ご協力をよろしくお願い 致します．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


